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枕崎台風被災から80年

室戸台風、伊勢湾台風と並んで、昭
和の三大台風のひとつに数えられて
いる枕崎台風の襲来から令和７年９
月で80年が経ちます。当時土石流が
発生し、大野陸軍病院を直撃した丸
石川のある旧大野町（現廿日市市大
野）でパネル展示を開催しました。

展示の様子

令和７年８月29日（金）～9月24日（水）

会場：はつかいち市民大野図書

【枕崎台風】
終戦からわずか一か月後の昭和20年9月17
日に九州南端に当たる枕崎付近に上陸しまし
た。上陸後は、九州を横断し、佐田岬、伊予
灘、広島を襲い、米子、松江を荒らして18
日朝、能登半島の西側から日本海に抜け、新
潟の北から東北地方へ再上陸して太平洋に抜
けました。
被害が最も大きかったのは、広島市、呉市と
その周辺で、県全体で死者総数2,012人で
した。

展示したパネルの例↑

枕崎台風の詳細、紅葉谷川、丸石川などに発生した土石流
による被害の状況を説明したパネル13枚の展示↓

土砂災害リスク情報の取得を
促すポスターやチラシの掲示→
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